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1 まえがき

近年、CMOS プロセスを用いた 60 GHz 帯無線通信が注目
されている [1]。60 GHz 帯のような高周波では寄生成分の影
響が非常に大きく、デバイス作製において、シミュレーショ

ン結果と実測結果を一致させることが困難である。高精度な

De-embedding手法の提案により増幅器においては高精度な設
計が実現されているが、ミキサにおいてシミュレーション結果

と実測結果の誤差における検討は不十分である。そこで本研

究ではアップコンバージョンミキサでの寄生成分の影響を小さ

くするためのレイアウト手法を提案する。

2 アップコンバージョンミキサ

図 1に設計したアップコンバージョンミキサの回路図を示
す。ミキサのトポロジーはギルバートセルミキサを使用した。

ギルバートセルミキサを用いることで、ゲートドレイン間の

寄生容量をキャンセルすることができるが、一方でレイアウ

トによる寄生容量のミスマッチが大きくなると、LOリークや
RF-LOアイソレーションが大きくなるため、対称なレイアウ
トが求められる。図 2にミキサのコア部分を示す。図 2(a)の
レイアウトはコアの部分は対称であるが、図 3(a)のようにマッ
チングブロックにおいて RFと LOの伝送線路が交差する必要
が出てくるため、この交差部分における容量が大きく、その

結果 LOリークと RF-LOアイソレーションが大きくなる。図
2(b) のレイアウトはコアの部分は非対称ではあるが、図 3(b)
のようにマッチングブロックにおいて RFと LOの伝送線路が
交差しないため、LOリークと RF-LOアイソレーションを小
さくすることができる。

3 検討結果

図 4に RF-LOアイソレーションを示す。非対称レイアウト
を用いることで、60 GHzにおいて-37.3 dBcの RF-LOアイソ
レーションが得られた。図 5に図 1における片方VgBBを 0.5 V
に固定し、もう片方の VgBB を変化させたときの LOリークを
示す。このとき LOリークは最小で-41.8 dBcであることがわ
かった。

4 まとめ

アップコンバージョンミキサでの寄生成分の影響を小さくす

るためのレイアウト手法について検討した。その結果 60 GHz
において-37.3 dBcの RF-LOアイソレーションが得られ、ベー
スバンド側のバイアス電圧 VgBB を調節することで、LOリー
クを最小で-41.8 dBcに抑えることができた。
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図 1 アップコンバージョンミキサ
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図 2 ミキサのコア部分のレイアウト
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図 3 マッチングブロックを含めたミキサのレイアウト
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図 4 RF-LOアイソレーション
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図 5 LOリーク vs VgBB
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